
各区に設置した集団接種会場については、7月12日（月）以降1回目の接種を休止していましたが、

７月２６日（月）の週をもって2回目の接種も基本的には休止いたします。

 ただし、２回目の接種を終えていない方の受け皿として、８月２日（月）の週を予備期間として設けます。

７月１９日（月）の週、２６日（月）の週は、ピーク時である6月28日（月）の週に配送した量の

7割程度を配送することとし、以降はワクチン供給量に応じて配送することとします。

各医療機関におかれましては、７月、８月のワクチン供給量の見通しが限られることから、１回目、２回目を

含めた予約については、確定したワクチン配送量に応じて調整を行っていただきますようお願いいたします。

個別接種

大阪市新型コロナワクチンの配送計画について

集団接種

令和３年７月、８月のファイザー社製ワクチンの供給量の見込みが示されたことを受け、
当面の配送計画についてお示しします。



今後のファイザー社製ワクチン供給量と在庫量見込み

令和３年７月、８月のファイザー社製ワクチンの供給量の見込みが示されたことを受け、
当面の配送計画についてお示しします。

※令和３年7月12日時点 （単位：回）

6/28～7/4 7/5～7/11 7/12～7/18 7/19～7/25 7/26～8/1 8/2～8/8 8/9～8/15 8/16～8/22 8/23～8/29 8/30～9/5 9/6～9/12 9/13～9/19

第８クール 第９クール 第10クール 第11クール 第12クール 13クール分

+381,300 +182,520 +184,860 +180,000 +180,000

（7/4） (7/18) （7/25） (納品日未定) (納品日未定)

▲217,644 ▲209,010 ▲173,000 ▲143,000 ▲143,000 ▲103,000 ▲0 ▲90,000 ▲90,000 ▲90,000 ▲90,000

（うち、個別） (▲178,632 ) (▲170,832 ) (▲150,000 ) (▲120,000 ) (▲120,000 ) (▲80,000 ) (▲0 ) (▲90,000 ) (▲90,000 ) (▲90,000 ) (▲90,000 )

（うち、集団） (▲39,012 ) (▲38,178 ) (▲23,000 ) (▲23,000 ) (▲23,000 ) (▲23,000 ) - - - - -

27,384 199,674 26,674 66,194 108,054 5,054 5,054 95,054 5,054 95,054 5,054

（納品日）

配送量

残数

国からの供給量

=確定値

集団接種会場は

8/2の週で終了

お盆期間

配送休止

７割程度 4割程度 ５割程度ピーク時（6/28(月)の週)の配送分の
個別医療機関へのワクチン配送量は、



今後のワクチン供給量と全体像

ファイザー社製及びモデルナ社製ワクチン供給量の見込みを合算すると、国が示す今後の供給ペースで

接種を進めたとしても、11月末までに、希望する全ての市民の方への接種が可能と考えています。
令和3年7月12日現在●ファイザー社製●（個別接種・各区集団接種）：国からの供給量に合わせて接種　（供給ベースで試算）

月 ４～６月

●武田/モデルナ社製●（大規模接種会場）：接種能力に合わせて国から供給（接種能力ベース（一部VRS実績で計上）で試算）

月 ４～６月

インテックス

大阪

マイドーム

大阪

自衛隊

- 接種希望率（府アンケート）

（ - ３５万人 ） × × 2回分 ＝ ３３０万回

※日程は未定

76%

計7月 ８月 ９月 10月 11月

11月 計10月

大阪市

個別接種

・

集団接種

7月 ８月 ９月

全国配分

接種対象人口（12歳以上）

２５２万人

職域接種人口（推計）

全国配分

１億回分 7,000万回分 2,000万回分

131万回分

（配分実績）

18万回/クール × 6クール（2週ごと・3カ月分）

＝108万回

7.7万回/クール（18万回×43％）

×4クール（2週ごと・2カ月分）＝31万回
270万回

5,000万回分

（6/7）
（9/26）

（6/19） （11/30）

（5/24） （8/23)

35万回分（ 接種能力 ）

14万回分（ 接種能力 × 府内人口比0.3 ）

15万回分（接種能力×1/2×府内人口比0.3）

64万回

334万回


